
第
一
節
、
緒　

言

　
『
法
華
経
』
と
文
学
…
…
こ
の
両
者
の
極
め
て
深
き
関
係
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

　
『
法
華
経
』
は
多
く
の
文
学
者
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
、
様
々
な
文
学
作
品
を
生
み
出
す
材
と
な
っ
て
き
た
。
お
び
た
だ
し
い
数
の
釈
教
歌

や
仏
教
説
話
、『
源
氏
物
語
』
の
よ
う
な
物
語
文
学
、
近
代
で
は
宮
沢
賢
治
（
一
八
九
六
―一
九
三
三
）
の
諸
作
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
筆
者

が
従
来
主
た
る
研
究
対
象
と
し
て
き
た
説
話
集
『
法
華
験
記
』（
鎮
源
著
、
長
久
年
間
成
立
）
も
、『
法
華
経
』
に
基
づ
く
文
学
作
品
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
法
華
経
』
が
古
今
の
文
学
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
き
た
の
は
、『
法
華
経
』
そ
の
も
の
が
高
い
文
学
性
を
有
し
た
文
献
で
あ

る
こ
と
も
起
因
し
て
い
よ
う
。
本
稿
の
冒
頭
に
お
い
て
筆
者
は
『
法
華
経
』「
と
」
文
学
を
並
列
し
た
が
、
こ
の
二
者
は
並
列
の
関
係
に
留
ま
ら
ず
、

『
法
華
経
』「
は
」
文
学
で
あ
る
…
…
す
な
わ
ち
『
法
華
経
』
そ
れ
自
体
が
文
学
作
品
で
あ
る
、
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
『
法
華
経
』
理
解

も
従
前
の
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
織
田
得
能
『
法
華
経
講
義
』
序
で
上
田
万
年
は
「
そ
も
〻
法
華
経
の
如
き
は
世
界
の
文
学
な
り
。
万
世
不
朽
の
文

学
な
り
。
東
西
文
明
の
混
合
融
和
せ
ん
と
す
る
今
後
に
於
て
は
、
更
に
一
層
の
研
究
を
要
す
べ
き
も
の
な
り
」（
上
田［
一
八
九
九
］二
頁
）
と
述
べ
て
い

る１。

経
典
を
め
ぐ
る
経
典

―
『
法
華
経
』
の
文
学
的
技
法

―

岡
　
田
　
文
　
弘
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し
か
し
、
こ
の
上
田
の
「
更
に
一
層
の
研
究
を
要
す
べ
き
」
と
い
う
提
言
以
降
、『
法
華
経
』
を
「
文
学
」
と
し
て
研
究
す
る
試
み
は
、
教
義
や
成
立

史
を
論
ず
る
『
法
華
経
』
研
究
の
興
隆
に
比
す
る
と
、
い
ま
だ
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
た
だ
し
、
近
年
よ
う
や
く
、Cole

［
二
〇
〇

五
］等
を
端
緒
と
し
て
、
こ
の
方
向
の
研
究
も
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
筆
者
も
か
つ
て
岡
田［
二
〇
一
四
］に
お
い
て
、『
法
華
経
』
を

文
学
作
品
と
し
て
見
、
そ
の
文
学
作
品
と
し
て
の
技
法
に
つ
い
て
論
考
を
試
み
、
実
際
に
仏
教
学
研
究
の
場
で
は
な
く
文
学
研
究
の
学
術
誌
（『
れ
に
く

さ　

現
代
文
芸
論
研
究
室
論
集
』）
に
寄
稿
す
る
な
ど
し
た
。
更
に
、
同
論
文
に
賛
意
を
評
し
て
く
だ
さ
っ
た
阿
部
龍
一
氏
に
招
聘
さ
れ
、
筆
者
は
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
の
二
〇
一
九
年
度
秋
学
期
講
義
で
あ
るEA

ST
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に
ス
ペ
シ
ャ
ル・

ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
栄
誉
に
預
か
っ
た
が
、
同
講
義
は
『
法
華
経
』
を
文
学
作
品
と
し
て
読
解
す
る
と
い
う
方
針
の
も
と
で
開
講
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
て
筆
者
は
、
二
〇
二
〇
年
三
月
一
九
日
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
日
本
研
究
所
に
お
い
て
、
阿
部
氏
と
と
も
に

共
同
主
催
予
定
だ
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プInterdisciplinary A

pproaches to the Study of Pre-m
odern Japanese Buddhism

の
た
め
に
、

「
経
典
を
め
ぐ
る
経
典
：『
法
華
経
』
の
レ
ト
リ
ッ
ク
」
と
題
す
る
発
表
を
準
備
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
岡
田［
二
〇
一
四
］で
は
示
唆
の
段
階
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
諸
問
題
を
更
に
掘
り
下
げ
、
ま
た
前
述
の
講
義
で
得
た
知
見
な
ど
も
盛
り
込
み
な
が
ら
、『
法
華
経
』
の
文
学
性
と
そ
の
技
法
…
…
特

に
、
同
経
の
自
己
言
及
の
技
法
（
後
述
）
に
つ
い
て
論
考
を
試
み
る
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
不
運
な
こ
と
に
、
折
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
（CO

V
ID

-

19

）
の
流
行
拡
大
に
よ
り
、
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
発
表
予
定
だ
っ
た
素
材
を
論
文
化
し
た
も
の
が
本
稿
と
な

る
（
な
お
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
用
に
作
成
し
た
英
文
資
料
を
付
録
と
し
て
、
本
稿
に
添
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
）。

　

以
上
の
よ
う
な
経
緯
で
作
成
さ
れ
た
本
稿
は
、
文
学
作
品
と
し
て
の
『
法
華
経
』
の
技
法・

そ
の
効
果
や
後
代
に
お
け
る
受
容
を
、「
自
己
言
及
の
技

法
」
を
中
心
と
し
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

64
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第
二
節
、
呼
び
か
け
る
『
法
華
経
』：
序
品
第
一
を
例
と
し
て

　

ま
ず
議
論
の
緒
と
し
て
、『
法
華
経
』
序
品
第
一
で
語
ら
れ
る
、
日
月
燈
明
仏
に
ま
つ
わ
る
挿
話
（
は
る
か
な
過
去
、
日
月
燈
明
仏
が
『
法
華
経
』
を

説
き
、
そ
れ
を
八
人
の
王
子
が
継
承
し
た
。
こ
の
う
ち
最
後
に
悟
り
を
得
た
王
子
は
、
後
に
燃
灯
仏
と
な
っ
た２）
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
こ
の
挿
話
に

つ
い
て
阿
部
龍
一
氏
は
、EA

ST
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（
第
二
回
、
二
〇
一
九
年
九
月
一
一
日
）
に
て
、
以
下
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
を
し
た
。

「
燃
灯
仏
は
、
我
々
と
有
縁
の
仏
た
る
釈
迦
仏
の
師
で
あ
る
。
こ
の
燃
灯
仏
に
言
及
す
る
こ
と
で
、
日
月
燈
明
仏
→
燃
灯
仏
→
釈
迦
仏
→
我
々
と
い
う

系
譜
が
描
け
る
よ
う
に
な
る
。
燃
灯
仏
は
読
み
手
の
我
々
を
『
法
華
経
』
の
物
語
の
中
に
ひ
も
づ
け
る
媒
体
と
な
っ
て
い
る３」

　

こ
の
阿
部
氏
の
解
釈
に
、
筆
者
も
首
肯
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
挿
話
の
主
眼
は
、
我
々
す
な
わ
ち
無
仏
時
代
に
生
き
る
経
典
読
者
に
、「
仏
と
結
縁
す

べ
き
者
（
＝
仏
子
）
と
し
て
の
自
覚
」
と
「『
法
華
経
』
の
中
に
説
か
れ
る
仏
の
物
語
の
世
界
へ
の
参
加
」
を
促
す
…
…
つ
ま
り
、「
無
仏
時
代
に
生
き

る
衆
生
に
、
仏
と
の
縁
を
結
ば
せ
る
」
こ
と
に
あ
る
。
更
に
は
、
同
挿
話
の
か
か
る
意
図
が
、
同
品
の
み
な
ら
ず
『
法
華
経
』
全
体
に
共
通
す
る
主
題

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
明
白
で
あ
る４。

　

更
に
言
え
ば
、
こ
の
「
無
仏
時
代
に
生
き
る
衆
生
に
、
仏
と
の
縁
を
結
ば
せ
る
」
と
い
う
主
題
は
、『
法
華
経
』
に
限
ら
ず
初
期
大
乗
仏
教
全
般
の

テ
ー
マ
で
も
あ
る
と
言
え
る５。
こ
こ
で
合
わ
せ
て
、
下
田
正
弘
氏
の
論
考
を
紹
介
し
た
い
。

　
「
釈
迦
仏
は
、
燃
灯
仏
を
遥
か
に
遡
る
過
去
の
仏
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
系
譜
の
末
裔
に
位
置
す
る
。
つ
ま
り
釈
迦
仏
じ
た
い
が
遥
遠
な
仏
の

系
譜
の
直
近
に
あ
る
仏
の
子
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
真
の
意
味
で
仏
の
弟
子
に
な
る
と
は
、
そ
の
仏
の
子
の
子
と
な
る
こ
と
で
あ
る
…
…
自
分
が
な

に
も
の
で
あ
る
か
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
た
ち
も
、
経
典
に
お
け
る
父
な
る
仏
の
声
を
聞
く
こ
と
に
よ
っ
て
仏
の
子
と
な
り
、
真
の
自
己
に

立
ち
戻
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
…
…
経
典
こ
そ
が
父
で
あ
り
、
経
典
こ
そ
が
仏
だ
っ
た
。」（
下
田［
二
〇
一
三
ｂ
］八
〇
―八
一
頁
）

　

こ
こ
で
下
田
氏
は
『
法
華
経
』
序
品
に
言
及
し
て
こ
そ
い
な
い
も
の
の
、
こ
こ
で
想
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
「
大
乗
仏
教
全
般
の
意
義
」
と
、
阿
部
氏

が
示
し
た
序
品
の
日
月
燈
明
仏
挿
話
の
解
釈
と
は
、
見
事
に
呼
応・

一
致
し
て
い
る
と
言
え
る
。
更
に
下
田
氏
の
論
は
、Cole

［
二
〇
〇
五
］が
示
し
た
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初
期
大
乗
＝
「
仏
と
衆
生
の
関
係
を
親
子
関
係
に
見
立
て
、
衆
生
に
仏
子
た
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
」
宗
教６と
す
る
論
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
。
か
く

し
てCole

、
下
田
、
そ
し
て
阿
部
と
い
う
三
氏
の
指
摘
か
ら
、
初
期
大
乗
経
典
の
本
質
が
、
こ
の
『
法
華
経
』
序
品
の
日
月
燈
明
仏
の
挿
話
に
見
事
に

現
れ
て
い
る
こ
と
が
明
確
と
な
ろ
う
。

　

で
は
、
無
仏
時
代
の
経
典
読
者
に
、「
仏
子
（
＝
仏
と
結
縁
す
る
も
の
）
と
し
て
の
自
覚
」
そ
し
て
「
経
典
中
に
説
か
れ
る
仏
の
物
語
へ
の
参
加
」
を

促
す
、
つ
ま
り
「
仏
と
の
縁
を
結
ば
せ
る
」
…
…
こ
の
（『
法
華
経
』
の
み
な
ら
ず
、
大
乗
仏
典
一
般
に
共
通
の
）
課
題
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、『
法

華
経
』
は
一
体
、
ど
の
よ
う
な
手
法
を
試
み
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
そ
れ
が
「『
法
華
経
』
そ
の
も
の
が
『
法
華
経
』
に
つ
い
て
の
物
語
を
説

く
」
と
い
う
「
自
己
言
及
の
技
法
」
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
。

　

次
節
で
は
、
そ
の
自
己
言
及
の
技
法
に
つ
い
て
確
認
し
、
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
が
生
み
出
し
た
『
法
華
経
』
の
独
自
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
考
察
す
る７。

第
三
節
、『
法
華
経
』
に
言
及
す
る
『
法
華
経
』
と
、
そ
の
効
果
の
産
物

⑴
　『
法
華
経
』
に
言
及
す
る
『
法
華
経
』

　
『
法
華
経
』
が
『
法
華
経
』
を
話
題
に
す
る
、
い
わ
ば
「
自
己
言
及
」
を
す
る
場
面
は
、
前
述
の
序
品
を
始
め
本
経
全
般
に
見
ら
れ
る
。
以
下
に
そ
の

概
観
を
示
し
て
お
こ
う
。

⃝
 

序
品
第
一
：
日
月
燈
明
仏
ら
の
『
法
華
経
』
説
法
の
故
事

⃝
 

譬
喩
品
第
三
：『
法
華
経
』
誹
謗
者
へ
の
罰

⃝
 

化
城
喩
品
第
七
：
大
通
智
勝
仏
ら
の
『
法
華
経
』
説
法
の
故
事

⃝
 

法
師
品
第
十
：『
法
華
経
』
の
功
徳・

誹
謗
の
戒
め・

広
布
の
勧
め
等

⃝
 

見
宝
塔
品
第
十
一
：
多
宝
仏
に
よ
る
『
法
華
経
』
の
賛
嘆・

証
明
、
釈
尊
に
よ
る
『
法
華
経
』
広
布
の
要
請
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⃝
 

提
婆
達
多
品
第
十
二
：『
法
華
経
』
を
め
ぐ
る
提
婆
達
多
過
去
世
の
故
事
、『
法
華
経
』
聴
聞
に
よ
る
龍
女
成
仏

⃝
 

勧
持
品
第
十
三
：
菩
薩
衆
に
よ
る
『
法
華
経
』
広
布
の
誓
願

⃝
 

安
楽
行
品
第
十
四
：『
法
華
経
』
広
布
の
心
構
え

⃝
 

従
地
涌
出
品
第
十
五
：『
法
華
経
』
の
正
統
布
教
者
（
地
涌
菩
薩
）
の
召
喚

⃝
 

分
別
功
徳
品
第
十
七
～
法
師
功
徳
品
第
十
九
：『
法
華
経
』
の
功
徳
等

⃝
 

常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十
：
不
軽
菩
薩
と
『
法
華
経
』
の
故
事
等

⃝
 

如
来
神
力
品
第
二
十
一
～
嘱
累
品
第
二
十
二
：『
法
華
経
』
付
嘱
の
儀
等

⃝
 

薬
王
菩
薩
本
事
品
第
二
十
三
：『
法
華
経
』
の
賛
嘆
等

⃝
 

妙
音
菩
薩
品
第
二
十
四
：
妙
音
菩
薩
の
『
法
華
経
』
聞
法

⃝
 

陀
羅
尼
品
第
二
十
六
：『
法
華
経
』
受
持
者
の
守
護

⃝
 

妙
荘
厳
王
本
事
品
第
二
十
七
：
妙
荘
厳
王
の
『
法
華
経
』
聴
聞
の
故
事

⃝
 

普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八
：『
法
華
経
』
の
獲
得
法・
功
徳・

誹
謗
の
戒
め・

広
布
の
勧
め
等

　

こ
の
よ
う
な
自
己
言
及
が
『
法
華
経
』
に
お
い
て
い
か
な
る
意
味
を
持
つ
の
か
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
岡
田［
二
〇
一
四
］第
七
節
で
そ
の
概
略
を
指

摘
し
た８が
、
本
項
で
は
以
下
、
そ
れ
に
適
宜
補
足
を
加
え
つ
つ
、
改
め
て
整
理
し
直
し
て
お
き
た
い
。

　

書
物
が
そ
の
書
物
自
体
を
話
題
に
出
す
こ
と
に
よ
り
、（
そ
の
書
物
を
手
に
し
て
い
る
）
読
者
も
物
語
ら
れ
る
対
象
と
な
っ
て
（
＝
登
場
人
物
の
一
員

と
な
っ
て
）、
ス
ト
ー
リ
ー
に
組
み
込
ま
れ
る
…
…
こ
の
、
書
物
の
「
自
己
言
及
」
の
技
法
は
、
現
代
文
学
に
お
い
て
は
所
謂M

etafiction

の
代
表
的

手
法
と
し
て
注
目
さ
れ９、Italo Calvino

な
ど
が
好
ん
で
用
い
た
が
（Se una notte d’inverno un viaggiatore 

一
九
七
九
年
な
ど
）、
実
は
近
代
小

説
の
祖
、
セ
ル
バ
ン
テ
ス
『
ド
ン
キ
ホ
ー
テ
』
か
ら
見
ら
れ
る
、
代
表
的
な
文
学
技
法
で
あ
る
。

　

こ
の
自
己
言
及
の
技
法
の
効
果
が
、『
法
華
経
』
中
で
最
も
分
か
り
や
す
く
見
ら
れ
る
の
は
、『
法
華
経
』
法
師
品
第
十
の
冒
頭
で
あ
る
。
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「
如
來
滅
度
之
後
、
若
有
人
聞
妙
法
華
經
乃
至
一
偈
一
句
一
念
隨
喜
者
、
我
亦
與
授
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
記
（
如
来
の
滅
度
の
後
に
、
若
し
人

有
っ
て
、
妙
法
華
経
の
、
乃
至
一
偈
一
句
を
聞
い
て
、
一
念
も
随
喜
せ
ん
者
に
は
、
我
亦
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
記
を
与
え
授
く
）」（
大
正
九
、

三
〇
下
七
―九
）

　

こ
の
よ
う
に
釈
尊
は
「
自
分
の
没
後
に
『
法
華
経
』
に
触
れ
て
発
心
し
た
者
に
は
、
成
仏
の
保
証
を
与
え
る
」
と
述
べ
る
。

　

こ
の
時
、
釈
尊
は
、『
法
華
経
』
を
手
に
し
て
い
る
我
々
読
者
を
話
題
に
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
我
々
は
、
釈
尊
か
ら
直
接
呼
び
か
け
ら
れ
る

存
在
と
な
り
（
つ
ま
り
は
、
釈
尊
と
我
々
の
間
に
直
接
的
な
関
係
性
が
結
ば
れ
）、
経
典
内
部
の
世
界
に
組
み
込
ま
れ
る
。
こ
う
し
て
『
法
華
経
』
は
、

素
朴
な
文
学
的
技
法
で
あ
る
「
自
己
言
及
」
を
用
い
て
、
仏
滅
後
に
生
き
る
我
々
が
、
仏
と
直
接
関
係
性
を
持
つ
こ
と
（
本
来
は
不
可
能
で
あ
る
は
ず

の
）
を
可
能
た
ら
し
め
て
い
る
の
だ（1。

　

こ
う
し
た
自
己
言
及
技
法
は
『
法
華
経
』
以
外
の
大
乗
経
典
に
も
見
ら
れ
る
特
徴
で
あ
る
も
の
の
、『
法
華
経
』
は
こ
れ
を
ず
ば
抜
け
て
徹
底
さ
せ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
、『
法
華
経
』
が
殊
更
に
「
自
画
自
賛
ば
か
り
」「
無
内
容
」
と
い
う
批
判
を
古
今
数
限
り
な
く
受
け
て
き
た（（こ
と
か
ら
も
窺
い
し

れ
る
が
、
更
に
は
、
そ
の
自
己
言
及
性
の
徹
底
に
よ
っ
て
、
本
経
独
自
の
特
異
モ
チ
ー
フ
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
有
力
な
証
左
と
な
ろ
う
。
そ
の
特

異
モ
チ
ー
フ
と
は
、
具
体
的
に
は
「
久
遠
仏
」
と
「
地
涌
菩
薩
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
特
異
モ
チ
ー
フ
に
つ
い
て
、
本
項
に
続
く
⑵
の
項
で
検
討
す
る（1。

⑵
　
自
己
言
及
の
効
果
の
産
物
：「
久
遠
仏
」「
地
涌
菩
薩
」
と
い
う
特
異
モ
チ
ー
フ
の
創
出

　

前
項
で
は
、『
法
華
経
』
の
自
己
言
及
の
技
法
と
、
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
効
果
…
…
『
法
華
経
』
中
の
登
場
人
物
で
あ
る
釈
尊
が
、『
法
華
経
』
お
よ

び
そ
れ
を
手
に
す
る
我
々
読
者
に
言
及
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
経
典
内
の
釈
尊
と
経
典
外
の
我
々
と
の
間
に
直
接
の
関
係
性
が
成
立
し
、
我
々
は
登
場

人
物
の
一
員
と
し
て
経
典
内
世
界
に
組
み
込
ま
れ
る
…
…
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
本
論
文
第
二
節
の
言
葉
を
用
い
れ
ば
、『
法
華
経
』
は
こ
の
自
己
言
及

に
よ
り
、
無
仏
時
代
の
読
者
に
対
し
て
、「
仏
子
＝
仏
と
結
縁
す
る
も
の
と
の
自
覚
」
そ
し
て
「
経
典
中
に
説
か
れ
る
仏
の
物
語
へ
の
参
加
」
を
促
し

た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
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そ
し
て
前
項
で
は
、
か
か
る
自
己
言
及
の
最
も
分
か
り
や
す
い
例
と
し
て
、
法
師
品
の
冒
頭
部
を
引
用
し
た
（「
如
来
の
滅
度
の
後
に
、
若
し
人
有
っ

て
、
妙
法
華
経
の
、
乃
至
一
偈
一
句
を
聞
い
て
、
一
念
も
随
喜
せ
ん
者
に
は
、
我
亦
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
の
記
を
与
え
授
く
」）。
こ
の
法
師
品
の
記

述
は
、
こ
の
後
、
更
に
新
し
い
展
開
を
見
せ
て
い
く
。
以
下
に
そ
れ
を
見
て
い
き
た
い
。

　

こ
の
「
如
来
の
滅
度
の
後
に
、
若
し
人
有
っ
て
、
妙
法
華
経
の
、
乃
至
一
偈
一
句
を
聞
い
て
、
一
念
も
随
喜
せ
ん
者
に
は
、
我
亦
阿
耨
多
羅
三
藐
三

菩
提
の
記
を
与
え
授
く
」
と
い
う
一
文
に
お
い
て
は
、『
法
華
経
』
は
（
仏
不
在
時
に
）
い
つ
で
も
仏
と
の
結
縁
を
実
現
で
き
る
い
わ
ば
「
ツ
ー
ル
」
と

し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
同
品
の
後
半
に
な
る
と
、
更
に
次
の
よ
う
な
経
文
が
見
ら
れ
る
。

「
若
經
卷
所
住
處
、
皆
應
起
七
寶
塔
…
…
不
須
復
安
舍
利
。
所
以
者
何
。
此
中
已
、
有
如
來
全
身
（
若
し
は
経
巻
所
住
の
處
に
は
、
皆
應
に
七
宝

の
塔
を
起
て
て
…
…
復
、
舎
利
を
安
ん
ず
る
こ
と
を
須
い
ず
。
所
以
は
何
ん
。
此
の
中
に
は
、
已
に
如
来
の
全
身
有
す
）」（
大
正
九
、
三
一
中
二

七
―二
九
）

　

仏
滅
後
、
生
身
の
仏
と
し
て
の
役
目
を
負
っ
て
き
た
仏
舎
利
に
、『
法
華
経
』
の
経
巻
が
取
っ
て
代
わ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
も
そ
れ
は
仏
舎
利
の
よ

う
に
体
の
一
部
で
は
な
く
、
完
備
さ
れ
た
如
来
の
全
身
な
の
で
あ
る
…
…
。
こ
の
文
に
至
っ
て
『
法
華
経
』
の
経
巻
は
、
単
な
る
ツ
ー
ル
の
域
を
超
え
、

「
仏
の
代
役
」
更
に
は
「
仏
の
全
身
そ
の
も
の
」
と
ま
で
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
、《
い
つ
で
も
仏
と
の
結
縁
を
実
現
で
き
る
ツ
ー
ル
》
と
し
て
の
『
法
華
経
』
を
、
実
質
的
に
「
仏
そ
の
も
の
」
と
見
な
す
と
い
う
流
れ（1は

首
肯
で
き
る
。
そ
し
て
『
法
華
経
』
は
、
更
に
こ
の
流
れ
を
強
く
押
し
進
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

続
く
見
宝
塔
品
第
十
一
で
は
、
地
中
か
ら
巨
大
な
宝
塔
が
出
現
す
る
。
こ
の
場
面
は
、
前
章
「
法
師
品
」
に
お
け
る
『
法
華
経
』
あ
る
と
こ
ろ
に
宝

塔
を
建
立
せ
よ
と
の
説
示
の
具
現
化
で
あ
る（1。
釈
尊
は
そ
の
「
如
来
の
全
身
」
が
あ
る
と
い
う
宝
塔
（「
此
寶
塔
中
有
如
來
全
身
（
こ
の
宝
塔
中
に
如
来

の
全
身
有
す
）」
大
正
九
、
三
二
下
八
）
の
内
に
入
り（1、「
全
身
不
散（1」（
大
正
九
、
三
三
中
二
九
）
の
多
宝
如
来
と
並
ん
で
座
る
。
か
の
有
名
な
「
二
仏

並
座
」
の
場
面
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
師
品
で
提
示
さ
れ
た
、「
仏
の
完
全
な
肉
体
と
し
て
見
な
す
べ
き
、
仏
塔
に
安
置
さ
れ
た
経
典
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
は
、
宝
塔
品
に
な
る
と
、「
完
全
な
肉
体
を
そ
な
え
た
仏
が
、
実
際
に
宝
塔
の
中
に
座
す
」
と
い
う
場
面
に
よ
っ
て
語
り
直
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
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こ
の
宝
塔
品
の
儀
相
を
基
盤
と
し
て
、
如
来
寿
量
品
第
十
六
で
釈
尊
が
永
遠
の
仏
、
所
謂
「
久
遠
仏
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
開
陳
さ
れ
る（1。
こ
の
よ
う

に
、
法
師
品
に
お
け
る
「
塔
中
の
経
巻
」
を
「（
い
つ
で
も
結
縁
可
能
な
）
仏
の
完
全
な
身
体
」
と
み
な
す
説
示
は
、
見
宝
塔
品
の
挿
話
を
経
て
、
寿
量

品
に
お
い
て
完
成
さ
れ
、
久
遠
仏
と
い
う
『
法
華
経
』
独
自
の
モ
チ
ー
フ
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
よ
り
理
解
を
深
め
る
べ
く
、
法
師
品
か
ら
寿
量
品
へ
の
展
開
を
、
所
謂
仏
身
論
を
援
用
し
て
検
討
し
て
み
よ
う
。　

法
師
品
に
お
い
て
「
経

巻
」
つ
ま
り
法
自
体
を
仏
の
身
体
と
み
な
す
の
は
、
い
わ
ば
「
法
身
」（
法
を
仏
と
み
な
す
）
の
説
で
あ
る（1一
方
、
寿
量
品
の
久
遠
仏
は
、「
過
去
に
菩

薩
行
に
よ
っ
て
久
遠
の
寿
命
を
獲
得
し
た
」（「
我
本
、
行
菩
薩
道
所
成
壽
命
、
今
猶
未
盡
（
我
れ
本
、
菩
薩
の
道
を
行
じ
て
成
ぜ
し
所
の
壽
命
、
今
猶

未
だ
尽
き
ず
）」
大
正
九
、
四
二
下
二
二
―二
三
、「
寿
命
無
数
劫　

久
修
業
所
得
（
寿
命
無
数
劫　

久
し
く
業
を
修
し
て
得
る
所
な
り
）」
大
正
九
、
四

三
下
二
一
）
と
の
挿
話・

文
言
が
付
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
い
わ
ば
「
報
身
」（
修
行
し
仏
身
を
獲
得
す
る
、
人
格
的
存
在
た
る
仏
）
の
特
徴
を
有
す
る

こ
と
に
な
っ
た（1。
こ
の
よ
う
に
法
師
品
か
ら
寿
量
品
に
か
け
て
の
、
仏
の
永
遠
性
の
説
示
に
お
い
て
は
、「
法
身
」
か
ら
「
報
身
」
へ
の
転
換
が
生
じ
て

い
る
、
と
見
做
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

法
身
説
は
、
妙
楽
大
師
湛
然
（
七
一
一
―七
八
二
）
が
「
法
身
非
寿
、
諸
教
常
談
」（『
法
華
文
句
記
』
大
正
三
四
、
三
二
八
中
一
七
―一
八
）
と
看
破

し
た
よ
う
に
、
仏
の
永
遠
性
を
示
す
常
套
手
段
で
あ
っ
た
。『
法
華
経
』
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
仏
の
永
遠
性
を
説
く
際
、
そ
の
端
緒
で
あ
る
法
師
品

に
お
い
て
は
、
ひ
と
ま
ず
法
身
説
的
な
立
場
を
取
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
法
華
経
』
に
お
け
る
仏
の
永
遠
性
を
法
身
説
に
求
め
る
視
座
は
、
そ
の

結
経
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
に
お
い
て
「
釋
迦
牟
尼
名
毘
盧
遮
那
遍
一
切
處
（
釋
迦
牟
尼
を
毘
盧
遮
那
遍
一
切
處
と
名
づ
く
）」（
大
正
九
、
三
九
二

下
一
五
―一
六
）
と
の
文
言
に
よ
っ
て
強
調
さ
れ
、
人
口
に
膾
炙
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

　

し
か
し
『
法
華
経
』
は
、
こ
う
し
た
「
諸
教
常
談
」
の
法
身
説
的
な
視
座
を
示
す
の
み
で
は
満
足
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る11。
そ
こ
で
続
く
寿
量
品
で

は
、
こ
の
久
遠
仏
の
永
遠
性
に
つ
い
て
前
述
の
よ
う
に
「
過
去
に
菩
薩
行
に
よ
っ
て
久
遠
の
寿
命
を
獲
得
し
た
」
と
の
物
語
を
付
し
、
そ
の
結
果
と
し

て
、
い
わ
ば
「
永
遠
の
報
身
仏
」
と
し
て
の
釈
尊
と
い
う
、
極
め
て
稀
な
ケ
ー
ス
を
創
出
し
た
。
こ
れ
こ
そ
が
同
品
ひ
い
て
は
『
法
華
経
』
が
説
く
と

こ
ろ
の
、
所
謂
「
久
遠
仏
」
の
独
自
性
で
あ
る
と
言
え
よ
う1（。
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更
に
そ
の
後
に
続
く
如
来
神
力
品
第
二
十
一
で
は
、『
法
華
経
』
を
「
地
涌
菩
薩
」（
後
述
）
に
委
嘱
（
付
嘱
）
す
る
際
、
以
下
の
よ
う
な
説
示
が
な

さ
れ
る
。

「
若
經
卷
所
住
之
處
…
…
是
中
皆
應
起
塔
供
養
。
所
以
者
何
。
當
知
、
是
處
即
是
道
場
。
諸
佛
於
此
得
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
、
諸
佛
於
此
轉
于

法
輪
、
諸
佛
於
此
而
般
涅
槃
（
若
し
は
経
巻
所
住
の
處
…
…
是
の
中
に
皆
應
に
塔
を
起
て
て
供
養
す
べ
し
。
所
以
は
何
ん
。
當
に
知
る
べ
し
、
是

の
處
は
即
ち
是
れ
道
場
な
り
。
諸
仏
此
に
於
い
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
、
諸
仏
此
に
於
い
て
法
輪
を
転
じ
、
諸
仏
此
に
於
い
て
般
涅
槃
し

た
も
う
）」（
大
正
九
、
五
二
上
二
二
―二
七
）

　

経
巻
あ
る
と
こ
ろ
に
仏
塔
を
立
て
る
、
さ
す
れ
ば
仏
が
現
出
し
、
悟
り
を
得
て
転
法
輪
を
し
涅
槃
に
入
る
…
…
こ
れ
は
「
塔
中
に
経
巻
を
置
け
ば
、

如
来
の
全
身
が
現
出
す
る
」
と
い
う
法
師
品
の
説
示
の
再
説
と
い
え
よ
う11。

　

こ
う
し
て
、
寿
量
品
で
「
人
格
を
有
す
る
仏
」
と
し
て
語
り
直
さ
れ
た
久
遠
仏
は
、
神
力
品
に
お
け
る
付
嘱
の
儀
に
お
い
て
、
再
び
経
巻
の
形
で
私

た
ち
の
掌
中
に
戻
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
に
法
師
品
（
→
見
宝
塔
品
）
→
寿
量
品
→
神
力
品
と
い
う
展
開
を
見
る
と
、
経
巻
→
具
象
化
し
た
仏
→
経
巻
、

と
い
う
円
環
構
造
に
よ
っ
て
「
久
遠
仏
」
が
明
か
さ
れ
る
こ
と
が
、
そ
こ
に
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

　

更
に
こ
の
「
久
遠
仏
」
の
説
示
と
合
わ
せ
て
、
そ
の
本
弟
子
と
さ
れ
る
地
涌
菩
薩
に
つ
い
て
も
見
て
お
き
た
い
。
こ
の
地
涌
菩
薩
と
は
、
従
地
涌
出

品
第
十
五
に
お
い
て
、
大
地
の
裂
け
目
か
ら
出
現
す
る
大
勢・
無
名
の
菩
薩
団
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
寿
量
品
に
お
い
て
久
遠
仏
と
し
て
の
正
体

を
顕
し
た
釈
尊
か
ら
、
神
力
品
に
お
い
て
『
法
華
経
』
を
付
嘱
さ
れ
る
。
こ
の
地
涌
菩
薩
ら
も
、
そ
の
師
た
る
久
遠
仏
同
様
、『
法
華
経
』
独
自
の
尊
格

で
あ
る
。

　

こ
の
「
地
涌
菩
薩
」
の
本
質
と
は
何
か
。
彼
ら
は
久
遠
仏
の
本
弟
子
、
い
わ
ば
久
遠
仏
と
直
接
結
縁
す
る
存
在
で
あ
る
。
で
は
、
久
遠
仏
と
直
接
結

縁
す
べ
き
存
在
と
は
、
一
体
何
者
だ
ろ
う
か
。

　

先
の
検
討
に
よ
り
、
そ
も
そ
も
久
遠
仏
は
、
我
々
『
法
華
経
』
読
者
が
直
接
結
縁
で
き
る
仏
を
創
出
す
べ
く
、『
法
華
経
』
法
師
品
か
ら
寿
量
品
へ
の

展
開
を
中
心
と
し
て
注
意
深
く
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
尊
格
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
つ
ま
り
久
遠
仏
と
結
縁
す
る
存
在
と
は
、『
法
華
経
』
の
ス
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ト
ー
リ
ー
上
で
は
地
涌
菩
薩
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
造
形
さ
れ
、『
法
華
経
』
の
意
図
と
し
て
は
、
我
々
読
者
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
構
図
を
一
本
化
す
る
と
、
久
遠
仏
の
本
弟
子
た
る
「
地
涌
菩
薩
」
と
は
、『
法
華
経
』
読
者
を
、
理
想
的
な
あ
り
よ
う
と
し
て
表
現
し
た
も
の
に
他

な
ら
な
い11。

　

更
に
も
う
一
点
、
久
遠
仏
と
そ
の
「
本
弟
子
」
た
る
地
涌
菩
薩
と
の
、
涌
出
品
か
ら
寿
量
品
を
経
て
神
力
品
に
至
る
対
面
が
、「
師
と
本
弟
子
」
と
い

う
そ
の
関
係
性
た
る
ゆ
え
に
「
再
会
」
で
も
あ
る
、
と
い
う
点
に
も
着
目
さ
れ
た
い
。Cole

［
二
〇
〇
五
］が
示
し
た
よ
う
に
『
法
華
経
』
ひ
い
て
は
初

期
大
乗
仏
教
経
典
は
、
仏
と
衆
生
（
経
典
読
者
）
と
の
関
係
を
往
々
に
し
て
「
父
子
の
関
係
」
と
し
て
表
現
す
る
。
つ
ま
り
は
経
典
を
介
し
て
の
仏
と

衆
生
の
出
会
い
は
、
新
た
に
結
ば
れ
た
結
縁
で
は
な
く
、
久
し
い
時
を
経
て
の
「
再
会
」
で
あ
る
と
大
乗
仏
教
は
強
調
す
る
の
で
あ
る11。
こ
の
原
則
に

照
ら
し
合
わ
す
な
ら
ば
、
経
典
を
介
し
て
仏
と
「
再
会
」
す
る
我
々
衆
生
（
経
典
読
者
）
の
姿
が
、「
久
遠
仏
と
地
涌
菩
薩
が
久
々
に
再
会
す
る
場
面
」

と
し
て
象
徴
的
に
語
り
直
さ
れ
て
い
る
、
と
解
せ
よ
う11。

　

な
お
地
涌
菩
薩
の
そ
の
他
の
性
格
か
ら
も
、
彼
ら
が
読
者
の
理
想
像
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
裏
付
け
ら
れ
る
。
地
涌
菩
薩
は
無
名
、
大
勢
、

来
歴
不
明
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
読
者
の
誰
で
も
自
己
投
影
が
可
能
な
類
型
と
な
っ
て
い
る11。
ま
た
地
涌
菩
薩
は
、
今
後
『
法
華
経
』
流
布
を
託
さ
れ

て
い
る
存
在
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
『
法
華
経
』
読
者
が
担
う
べ
き
役
割
な
の
で
あ
る11（
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
既
に
岡
田［
二
〇
一
四
］で
指
摘
し

た
）。

　

こ
の
よ
う
に
地
涌
菩
薩
の
「
出
現
」
と
い
う
挿
話
は
、
自
己
言
及
技
法
に
よ
っ
て
読
者
が
『
法
華
経
』
の
作
中
に
「
登
場
」
し
た
こ
と
を
象
徴
的
に

物
語
化
し
た
も
の
、
と
言
え
よ
う11。

⑶
　
小
　
結

　

以
上
、『
法
華
経
』
の
特
質
と
し
て
「『
法
華
経
』
の
自
己
言
及
性
」
の
意
匠
、
そ
こ
か
ら
の
『
法
華
経
』
独
自
性
（「
久
遠
仏
」「
地
涌
菩
薩
」
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
）
の
創
出
を
見
た
。
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第
四
節
、
後
代
に
お
け
る
継
承・

受
容
（
日
蓮
を
一
例
と
し
て
）

　

こ
こ
ま
で
『
法
華
経
』
の
特
質
と
し
て
「
自
己
言
及
の
技
法
」、
そ
こ
か
ら
「
久
遠
仏
」
や
「
地
涌
菩
薩
」
と
い
う
独
自
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
創
出
さ
れ

た
こ
と
を
見
て
き
た
。

　

で
は
、
こ
れ
ら
の
要
素
は
、
い
か
に
後
代
に
受
容
さ
れ
た
か
。
一
例
と
し
て
、
最
も
巨
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
法
華
思
想
家
で
あ
る
日
蓮
（
一
二
二

二
―一
二
八
二
）
の
例
を
見
て
み
た
い
。
実
は
、
こ
の
「
久
遠
仏
」
と
「
地
涌
菩
薩
」
と
い
う
二
つ
の
モ
チ
ー
フ
は
、
日
蓮
の
思
想
の
中
核
と
関
係
し
、

し
か
も
大
き
な
論
議
を
現
在
に
至
る
ま
で
巻
き
起
こ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

⑴
　
久
遠
仏
：
日
蓮
の
本
尊
義

　

ま
ず
「
久
遠
仏
」
に
つ
い
て
見
る
。
こ
れ
は
日
蓮
教
学
の
根
幹
で
あ
り
、
か
つ
多
く
の
議
論
を
生
ん
で
い
る
本
尊
義
と
関
係
す
る
。

　

本
尊
義
に
つ
い
て
多
く
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
、
日
蓮
が
二
種
類
の
本
尊
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、『
法
華

経
』
経
巻
（
な
い
し
そ
の
表
象
た
る
題
目
）
を
本
尊
と
す
る
「
法
本
尊
、「
人
本
尊
」（
人
格
を
有
す
る
寿
量
品
所
説
の
久
遠
仏
を
本
尊
と
す
る
）「
人
本

尊
」
の
二
種
で
あ
る
。
こ
の
二
種
は
大
前
提
（
も
し
く
は
最
終
結
論
）
と
し
て
一
体
で
あ
る
と
は
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
の
併
用
が
矛
盾
と
み
な
さ
れ
た

り
、
優
劣
が
論
ぜ
ら
れ
た
り
、
ど
ち
ら
か
へ
の
一
本
化
が
試
み
ら
れ
る
な
ど
さ
れ
、
数
百
年
来
の
議
論
が
続
い
て
い
る
。

　

し
か
し
『
法
華
経
』
自
体
に
依
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
「
法
本
尊
」
と
「
人
本
尊
」
を
二
項
対
立
に
置
い
て
優
劣
を
論
ず
る
こ
と
自
体
に

問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
法
華
経
』
の
中
に
は
こ
の
二
種
が
併
存
、
も
と
い
、
併
存
よ
り
も
不
離
、
更
に
言
え
ば
同
一
の
も
の
と
し
て
示
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
ま
ず
法
師
品
に
お
い
て
は
塔
中
の
経
典
を
「
如
来
全
身
」
と
み
な
し
本
尊
と
す
る
「
法
本
尊
」
の
説
示

が
見
ら
れ
、
こ
れ
が
寿
量
品
に
お
け
る
報
身
の
久
遠
仏
と
い
う
「
人
本
尊
」
へ
と
展
開
し
、
更
に
そ
こ
か
ら
ま
た
神
力
品
で
再
び
塔
中
の
経
巻
と
い
う

「
法
本
尊
」
へ
と
回
帰
す
る
…
…
こ
の
『
法
華
経
』
の
説
示
自
体
を
見
る
限
り
で
は
、
こ
れ
ら
二
種
の
本
尊
は
、
二
項
対
立
に
置
か
れ
た
り
優
劣
を
つ
け
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た
り
さ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
こ
の
『
法
華
経
』
中
の
法
師
品
→
寿
量
品
→
神
力
品
と
い
う
展
開
に
お
け
る
、
そ
の
本
尊
を
法
→
人
→
法
と
推
移
さ
せ
て
い
く
説
示
を
そ
の
ま

ま
踏
襲
し
て
い
る
の
が
、
日
蓮
が
晩
年
に
著
述
し
た
本
尊
論
の
大
成
と
も
見
な
す
べ
き
『
本
尊
問
答
抄
』
で
あ
る
。

① 

「
問
云
、
末
代
悪
世
の
凡
夫
は
何
物
を
以
て
本
尊
と
定
べ
き
や
。
答
云
、
法
華
経
の
題
目
を
以
て
本
尊
と
す
べ
し
。
問
云
、
何
の
経
文
、
何
の
人
師
の

釈
に
か
出
た
る
や
。
答
、
法
華
経
の
第
四
法
師
品
云
、
薬
王
在
々
処
々
若
説
若
読
若
誦
若
書
若
経
巻
所
住
之
処
皆
応
起
七
宝
塔
極
令
高
広
厳
飾
。
不

須
復
安
舎
利
。
所
以
者
何
。
此
中
已
有
如
来
全
身
等
云
云
。」（
定
遺
一
五
七
三
頁
）

② 

「
問
、
其
義
如
何
。
仏
と
経
と
い
づ
れ
か
勝
た
る
や
。
答
云
、
本
尊
と
者
勝
た
る
を
用
べ
し
…
…
仏
家
に
も
又
釈
迦
を
以
て
本
尊
と
す
べ
し
。」（
定
遺

一
五
七
四
頁
）

③ 

「
問
云
、
然
者
汝
云
何
釈
迦
を
以
て
本
尊
と
せ
ず
し
て
、
法
華
経
の
題
目
を
本
尊
と
す
る
や
。

　

答
、
…
…
法
華
経
は
釈
尊
の
父
母
…
…
今
能
生
を
以
て
本
尊
と
す
る
也
。」（
定
遺
一
五
七
四
―一
五
七
五
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
同
書
で
は
、

　

①
（
題
目
＝
）
経
を
本
尊
と
す
る
「
法
本
尊
」

　

②
釈
迦
仏
を
本
尊
と
す
る
「
人
本
尊
」

　

③
経
か
ら
釈
迦
仏
が
生
じ
る
故
、
経
を
本
尊
と
す
る
「
法
本
尊
」

　

と
説
示
が
推
移
し
て
い
く
。
こ
の
「
法
→
人
→
法
」
と
い
う
展
開
が
、
前
節
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
の
、『
法
華
経
』
の
法
師
品
→
寿
量
品
→
神
力
品
の

説
示
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
さ
れ
た
い
。
つ
ま
り
同
抄
に
お
い
て
は
、
経
と
仏
（
法
と
人
）
を
優
劣
で
は
な
く
、
ひ
と
続
き
に
一
致
す
る
も
の

と
し
て
展
開
し
て
い
く
『
法
華
経
』
のnarrative

が
継
承
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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ま
ず
『
法
華
経
』（
の
題
目
）
を
本
尊
と
す
る
と
掲
げ
（
①
）、
そ
こ
で
生
じ
る
だ
ろ
う
（
実
際
、
後
の
教
義
論
争
で
生
じ
た
と
こ
ろ
の
）
問
い
で
あ

る
「
経
か
仏
か
」（
人
法
の
優
劣
）
を
設
定
し
（
②
）、
そ
の
答
え
と
し
て
「
釈
迦
仏
（
人
）
を
本
尊
と
す
る
た
め
に
、
仏
を
生
み
出
す
＝
能
生
の
『
法

華
経
』（
法
）
を
本
尊
と
す
る
」
と
決
す
る
。
…
…
つ
ま
り
人
法
は
優
劣
あ
る
も
の
で
な
く
一
致
し
て
い
る
、
と
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
優
劣
を
知
ろ

う
と
し
て
同
抄
を
読
め
ば
、
そ
の
説
示
は
二
転
三
転
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
か
か
る
二
転
三
転
は
む
し
ろ
単
純
な
優
劣
論
に
本
尊
義
が
落
と
し

込
ま
れ
な
い
た
め
のnarrative

で
あ
り
、
そ
のnarrative

は
確
か
に
『
法
華
経
』
自
体
か
ら
引
き
継
が
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
そ
の
結
論
と
も
い
え
る
③11に
お
い
て
日
蓮
は
、
こ
の
人
法
の
同
一
性
の
理
由
を
「
法
華
経
は
釈
尊
の
父
母
」「
能
生
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。
そ
の
文
証
と
し
て
彼
は
『
観
普
賢
菩
薩
行
法
経
』
を
援
用
し
て
い
る
が11、『
法
華
経
』
自
体
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
経
巻
が
塔
中
の

「
如
来
全
身
」
と
な
り
（
法
師
品1（）、
そ
し
て
経
巻
あ
る
と
こ
ろ
に
諸
仏
が
出
現
す
る
（
神
力
品
）
と
決
す
る
そ
の
記
述
と
一
致
す
る
も
の
と
理
解
で
き

よ
う11。

　
『
本
尊
問
答
抄
』
は
様
々
な
議
論
を
呼
び
問
題
視
さ
れ
て
い
る
遺
文
で
は
あ
る
が
、『
法
華
経
』
そ
の
も
の
の
記
述
に
立
ち
返
っ
て
み
れ
ば
、
そ
の
思

想
は
決
し
て
難
解
な
も
の
で
は
な
い
、
む
し
ろ
『
法
華
経
』
そ
の
も
の
か
ら
離
れ
て
「
法
か
人
か
」
と
い
う
問
い
を
立
て
て
教
義
論
争
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
蓮
（
が
汲
み
取
っ
た
『
法
華
経
』）
の
真
意
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
感
が
あ
る
。
が
た
め
に
、『
法
華
経
』
そ
の
も
の
に
立
ち
返
り
、
そ
の
話

の
展
開
を
今
一
度
把
握
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
は
、
意
味
が
あ
る
こ
と
と
筆
者
は
考
え
る
。

付
論
：
経
典
を
題
目
と
み
な
す
視
座

　
『
本
尊
問
答
抄
』
の
冒
頭
①
で
、
日
蓮
は
「
法
華
経
の
題
目
を
以
て
本
尊
と
す
べ
し
」
と
述
べ
、
そ
の
根
拠
と
し
て
法
師
品
の
「
若
経
巻
所
住
之
処
皆

応
起
七
宝
塔
」
の
文
を
挙
げ
る
（
本
論
文
第
三
節
⑵
で
論
じ
た
当
該
文
で
あ
る
）。
こ
こ
で
日
蓮
は
『
法
華
経
』
を
そ
の
題
目
と
同
一
視
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
が
日
蓮
独
特
の
法
華
思
想
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
が
、
こ
の
、
経
典
＝
題
目
と
い
う
発
想
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。

　

前
述
の
よ
う
に
、『
法
華
経
』
は
「
塔
中
の
経
巻
か
ら
仏
が
出
現
す
る
」
と
説
く
が
（
法
師
品
、
神
力
品
）、
こ
の
塔
中
の
経
巻
を
日
蓮
は
題
目
を
も
っ
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て
表
象
す
る
。
こ
れ
が
主
著
『
観
心
本
尊
抄
』
に
お
け
る
、
本
尊
の
相
貌
の
説
明
中
に
見
ら
れ
る
「
塔
中
妙
法
蓮
華
経
」（
定
遺
七
一
二
頁
）、
そ
し
て

大
曼
荼
羅
の
中
尊
…
…
虚
空
に
浮
か
ぶ
多
宝
塔
の
位
置
に
書
き
下
さ
れ
た
首
題
で
あ
り
、『
本
尊
問
答
抄
』
の
冒
頭
で
示
さ
れ
た
、
本
尊
と
す
べ
き
題
目

…
…
仏
を
生
み
出
す
（
塔
中
の
）
経
典
を
日
蓮
的
に
表
象
し
た
も
の
、
と
言
え
よ
う
。

　
「
日
蓮
的
な
表
象
」
と
し
た
が
、
こ
の
『
法
華
経
』
の
経
典
を
題
目
と
同
一
視
す
る
発
想
は
、
初
期
か
ら
晩
年
ま
で
一
貫
し
て
い
る11。『
法
華
経
』
の

テ
ク
ス
ト
全
体
の
表
象
と
し
て
「
妙
法
蓮
華
経
」
五
字
を
提
示
す
る
…
…
こ
う
し
た
前
提
に
立
つ
日
蓮
の
題
目
信
仰
の
出
処
は
、
彼
が
私
淑
し
た
天
台

大
師
智
顗
に
よ
る
『
法
華
玄
義
』
等
の
論
（
題
目
を
経
典
全
体
の
要
約
と
す
る
）
や
、
彼
が
敵
視
し
つ
つ
も
影
響
を
受
け
た
法
然
の
名
号
信
仰
な
ど
に

見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が11、
更
に
、『
法
華
経
』
の
自
己
言
及
性
と
も
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
推
測
し
て
い
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、『
法
華
経
』
で
繰
り
返
さ
れ
る
自
己
言
及
（
と
そ
の
効
果
）
は
、『
法
華
経
』
の
存
在
を
一
種
の
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
に
す
る
も
の

で
あ
る
。
自
己
言
及
の
繰
り
返
し
の
中
で
キ
ー
ワ
ー
ド
化
さ
れ
た
『
法
華
経
』
に
よ
り
、（
ま
る
で
合
言
葉
に
よ
っ
て
扉
が
開
く
よ
う
に
、
あ
た
か
も

コ
ー
ド
の
入
力
に
よ
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
展
開
す
る
か
の
よ
う
に
）
時
空
を
超
え
て
仏
と
我
々
の
結
縁
が
果
た
さ
れ
る
こ
と
は
、
第
二
節・

第
三
節
で

検
討
し
た
通
り
で
あ
る
。

　

そ
の
、
自
己
言
及
の
繰
り
返
し
に
よ
る
『
法
華
経
』
の
キ
ー
ワ
ー
ド
化
と
、
日
蓮
が
示
す
と
こ
ろ
の
「
題
目
」
と
は
、
近
似
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
『
法
華
経
』
の
性
質
を
見
る
に
つ
け
、
日
蓮
が
『
法
華
経
』
を
追
求
す
る
中
で
題
目
信
仰
と
い
う
形
態
に
行
き
着
い
た
こ
と

は
、
極
め
て
必
然
的
な
帰
結
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

⑵
　
地
涌
菩
薩
：
日
蓮
の
躊
躇

　

前
節
で
筆
者
は
「
地
涌
菩
薩
＝
読
者
自
身
」
と
の
視
座
を
示
し
た
が
、
か
か
る
視
座
を
最
も
明
確
に
示
し
た
先
師
こ
そ
、
日
蓮
に
他
な
ら
な
い
。
日

蓮
が
、
自
ら
を
地
涌
菩
薩
の
上
首・

上
行
菩
薩
に
な
ぞ
ら
え
て
い
た
事
実
は
、
所
謂
「
上
行
自
覚
」
と
い
う
テ
ク
ニ
カ
ル・

タ
ー
ム
に
よ
っ
て
周
知
さ

れ
て
い
る
通
り
で
あ
る11。
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た
だ
し
、
日
蓮
は
そ
う
し
て
自
己
を
地
涌
（
上
行
）
に
な
ぞ
ら
え
る
際
に
は
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
「
私
は
地
涌
で
は
な
い
が
、
地
涌
の
立
場

に
置
か
れ
て
い
る
」
と
い
う
よ
う
な
消
極
的
表
現
を
用
い
、
直
接
的
名
言
を
避
け
続
け
て
い
た11。
こ
う
し
た
日
蓮
の
消
極
的
態
度
に
つ
い
て
、
宗
学
の

通
説
で
は
「
謙
遜
」
と
し
て
解
釈
す
る
が
、
い
つ
も
歯
に
絹
着
せ
ぬ
日
蓮
が
な
ぜ
不
徹
底
と
も
と
れ
る
態
度
を
と
っ
た
の
か
、
近
年
あ
ら
た
め
て
問
題

視
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る11。

　

こ
の
、
日
蓮
の
不
可
解
な
消
極
的
態
度
は
、
何
に
起
因
す
る
の
だ
ろ
う
か
…
…
筆
者
は
、
こ
れ
こ
そ
地
涌
菩
薩
が
持
つ
特
異
性
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
他
に
日
蓮
が
自
己
を
な
ぞ
ら
え
た
菩
薩
と
し
て
は
、
勧
持
品
第
十
三
の
八
百
万
の
菩
薩
衆・

常
不
軽
菩
薩
品
第
二
十
の
常
不
軽
菩
薩
が
挙

げ
ら
れ
よ
う
が
、
こ
れ
ら
の
菩
薩
に
つ
い
て
日
蓮
は
、
謙
遜
す
る
こ
と
な
く
、
堂
々
と
そ
の
類
似
を
誇
っ
て
い
る11。
一
体
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
要
因
の
一
つ
と
し
て
筆
者
が
考
え
る
の
は
、
勧
持
品
の
菩
薩
と
不
軽
菩
薩
は
、
ど
ち
ら
も
究
極
的
に
は
日
蓮
本
人
で
は
あ
り
得
な
い
、
と
い
う

事
実
で
あ
る
。
勧
持
品
の
菩
薩
は
あ
く
ま
で
他
世
界
の
菩
薩
で
あ
る11。
ま
た
、
不
軽
菩
薩
は
釈
尊
の
前
生
で
あ
る11。
他
者
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
れ

ば
こ
そ
、
日
蓮
は
か
え
っ
て
大
胆
に
、
自
分
と
そ
れ
と
の
類
似
を
誇
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か1（。

　

一
方
で
地
涌
菩
薩
は
、
勧
持
品
の
菩
薩
と
は
違
っ
て
こ
の
娑
婆
世
界
の
菩
薩
で
あ
り
、
不
軽
菩
薩
と
は
違
っ
て
そ
の
属
性
が
過
去
の
特
定
の
人
物
に

帰
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
こ
の
世
界
の
『
法
華
経
』
読
者
が
、
現
時
点
に
お
い
て
な
る
べ
き
菩
薩
で
あ
る
。
前
節
⑵
で
確
認
し
た
通
り
、『
法
華
経
』
の
読

者
自
身
が
地
涌
菩
薩
そ
の
も
の
に
な
れ
、
と
要
請
さ
れ
て
い
る
通
り
だ
。

　
『
法
華
経
』
の
意
図
を
汲
ん
だ
読
者
、
し
か
も
日
蓮
の
よ
う
に
そ
れ
を
実
践
す
る
「
法
華
経
の
行
者
」
を
名
乗
る
な
ら
ば
、
当
然
、
自
ら
が
地
涌
菩
薩

た
る
こ
と
を
引
き
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
の
覚
悟
は
、
先
に
確
認
し
た
勧
持
品
の
菩
薩
や
不
軽
菩
薩
へ
の
自
己
の
な
ぞ
ら
え
よ
り
も
、
更
に

一
歩
踏
み
込
ん
だ
も
の
と
な
る
。
そ
の
踏
み
込
み
の
畏
多
さ
が
、
日
蓮
の
謙
遜・
躊
躇
の
態
度
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

な
お
付
言
し
て
お
く
と
、「
地
涌
菩
薩
を
『
法
華
経
』
読
者
自
身
が
引
き
受
け
る
べ
き
」
と
い
う
視
座
は
、
日
蓮
以
前
の
仏
教
理
解
に
お
い
て
は
、
長

き
に
わ
た
り
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
点
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
と
し
て
、
地
涌
自
覚
を
明
言
し
立
宗
し
た
人
物
は
、
彼
以
前
に
は
存
在
し
な
い11。
こ
の
等
閑
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視
は
い
さ
さ
か
奇
妙
に
も
思
わ
れ
る
が
、
天
台
を
始
め
と
し
て
日
蓮
以
前
の
法
華
教
学
に
お
い
て
は
迹
門
が
関
心
の
対
象
で
あ
り11、
地
涌
菩
薩
が
登
場

す
る
本
門
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
一
因
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
一
方
の
日
蓮
は
周
知
の
通
り
本
門
に
注
目
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
地

涌
菩
薩
に
込
め
ら
れ
た
意
図
に
気
づ
い
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
で
日
蓮
は
地
涌
菩
薩
に
つ
い
て
、
自
己
を
擬
す
る
存
在
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
未
来
に
出
現
す
る
救
世
主
」
と
し
て
捉
え
る
視
座
も
再
三
提

唱
し
て
い
た
（
こ
の
場
合
、
日
蓮
は
そ
の
代
理
人
と
規
定
さ
れ
る
）11。
し
か
し
、
こ
う
し
た
救
世
主
を
求
め
る
一
種
の
メ
シ
ヤ
信
仰
的
な
未
来
志
向
の
態

度
は
、
地
涌
菩
薩
本
来
の
性
質
、
お
よ
び
日
蓮
自
身
の
「
現
在
に
お
け
る
理
想
実
現
」・

「
自
身
が
《
法
華
の
行
者
》
の
役
を
負
お
う
と
す
る
主
体
性
」

と
い
う
、
彼
特
有
の
現
在
志
向
の
実
践
的
態
度
と
も
衝
突
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
日
蓮
は
自
問
自
答
と
謙
遜
表
現
を
重
ね
な
が
ら
も
、

晩
年
に
至
る
ま
で
、
自
己
と
地
涌
菩
薩
と
の
同
一
視
を
強
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る11。

　

か
か
る
日
蓮
の
逡
巡
は
、
地
涌
菩
薩
と
い
う
『
法
華
経
』
の
特
異
性
を
考
え
る
上
で
（
そ
し
て
我
々
自
身
の
『
法
華
経
』
の
読
み
方
を
ふ
り
か
え
る

上
で
）、
非
常
に
重
要
な
示
唆
を
我
々
に
与
え
て
く
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。

第
五
節
、
ま
と
め

　

以
上
、
本
論
文
で
は
、
文
学
作
品
と
し
て
の
『
法
華
経
』
の
技
法
の
検
討
、
そ
の
効
果
や
後
代
へ
の
受
容
を
検
討
し
て
き
た
。

　

ま
ず
、
序
品
第
一
に
お
け
る
日
月
燈
明
仏
の
挿
話
を
検
討
し
、『
法
華
経
』
の
目
的
が
、「
仏
が
い
な
い
今
の
時
代
に
生
き
る
衆
生
に
、
仏
と
の
縁
を

結
ば
せ
る
」
こ
と
に
あ
る
と
見
た
。
そ
し
て
こ
の
目
的
を
、『
法
華
経
』
は
「
自
己
言
及
」
と
い
う
文
学
的
技
法
に
よ
っ
て
実
現
し
よ
う
と
し
、
そ
の
結

果
、
特
異
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
「
久
遠
仏
」「
地
涌
菩
薩
」
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
特
異
モ
チ
ー
フ
の
、
後
代
に
お
け
る
受

容
例
と
し
て
、
日
蓮
に
つ
い
て
見
た
。
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テ
キ
ス
ト
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大
正
新
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大
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大
正
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学
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和
定
本　

日
蓮
聖
人
遺
文
』（
身
延
山
久
遠
寺
、
一
九
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年
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な
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引
用
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際
、
漢
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は
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付
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読
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付
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注

１ 
鈴
木［
二
〇
一
一
］二
四
〇
頁
上
参
照
。

２ 
「
是
諸
王
子
…
…
其
最
後
成
佛
者
、
名
曰
燃
燈
。（
是
の
諸
の
王
子
…
…
其
そ
の
最
後
に
成
佛
し
た
ま
う
者
、
名
を
燃
燈
と
曰
う
。）」（
大
正
九
、
四
中
九
―一
一
）

３ 

関
連
：Cole

［
二
〇
〇
五
］

 
“

…
…...by w

riting its ow
n history on top of the previous buddha-history, the Lotus .Sutra w

as able both to trum
p the prior version and to borrow

 
its legitim

izing form
: Sakyam

uni is still a buddha because of his contact w
ith D

ipam
kara; ” （

七
九
頁
）

 
“

…
…in the case of the eight sons, w

ith the last being D
ipam

kara, the traditionally recognized progenitor of Sakyam
uni, w

e w
ere given a form

 
of the truth-father. ” （

一
三
二
頁
）

４ 
Cole

［
二
〇
〇
五
］第
二
章
参
照
（“

…
…the Lotus Sutra attem

pts to draw
 the reader into accepting its redefinition of Buddhism

 by claim
ing that it, as 

text, w
as the final product of a perfect patriline of tw

enty thousand buddhas and that this heritage allow
s the text to then offer the reader 

entrance into that patriline, once the reader assents to the Lotus Sutra’s genealogical claim
 to be of that lineage.”

四
八
頁
）。

 

　

更
に
は
、『
法
華
経
』
の
説
示
が
仏
滅
後
の
衆
生
の
た
め
に
あ
る
と
の
視
座
は
、
古
く
は
日
蓮
が
一
貫
し
て
着
目
し
主
張
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
但
し
、Cole

が
迹

門
中
心
に
検
討
し
た
の
に
対
し
、
日
蓮
は
本
門
中
心
の
検
討
に
よ
る
）。

 

「
問
曰
、
法
華
経
為
誰
人
説
之
乎
。
答
曰
…
…
以
滅
後
衆
生
為
本
。
在
世
衆
生
傍
也
。（
問
て
曰
く
、
法
華
経
は
誰
人
の
為
め
に
之
れ
を
説
く
や
。
答
え
て
曰
く
…
…
滅
後
の

衆
生
を
以
て
本
と
為
す
。
在
世
の
衆
生
は
傍
な
り
。）」（『
法
華
取
要
抄
』
定
遺
八
一
三
頁
）

５ 

以
下
に
示
すCole

と
下
田
氏
の
論
に
加
え
てEubanks
［
二
〇
一
一
］に
は“

M
ahāyāna sutras seek to take the authority that m

ight otherw
ise be invested 

in an author or in a speaker and invest it in them
selves.”

（
二
三
頁
）“

…
…sutras em

ploy any num
ber of m

etafictional techniques that w
ork to 

overcom
e spatial and tem

poral bounds and incorporate their reader-listeners as characters in the text.”

（
一
七
七
頁
）
等
の
指
摘
が
あ
る
。

６ 

な
お
同
書
で
は
燃
灯
仏・

日
月
燈
明
仏
の
挿
話
に
つ
い
て
の
詳
細
な
考
察
が
あ
る
（
第
二
章
）。

７ 

な
お
、
こ
の
考
察
は
既
に
岡
田［
二
〇
一
四
］第
七
節
に
お
い
て
概
略
的
に
試
み
て
い
る
も
の
の
、
十
分
な
検
討
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
の
後
に
得
ら
れ
た
知
見
も

多
々
あ
る
。
そ
の
た
め
本
節
で
は
、
こ
の
岡
田［
二
〇
一
四
］第
七
節
を
適
宜
踏
ま
え
な
が
ら
、
よ
り
仔
細
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
論
を
展
開
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、

こ
こ
で
一
言
申
し
添
え
て
お
き
た
い
。

８ 

岡
田［
二
〇
一
四
］三
八
〇
―三
八
一
頁

９ 

大
乗
教
典
の
持
つ
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
性
に
つ
い
て
はEubanks

［
二
〇
一
一
］参
照
（
特
に
二
六
―二
八
頁
）。

10 
Cole

［
二
〇
〇
五
］は
こ
の
法
師
品
の
冒
頭
部
に
つ
い
て“

In this passage that so clearly aim
s to overcom

e the gap of tim
e betw

een the reading of the 
Lotus Sutra and the apparently long-deceased Buddha, w

e have extravagant prom
ises for seducing the reader into taking up the text itself as 
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the encapsulation of tradition and the Buddha’s presence.”

と
述
べ
て
お
り
（
一
五
七
頁
）、
こ
れ
は
筆
者
の
論
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

 
　

な
お
関
連
の
議
論
と
し
てEubanks

［
二
〇
一
一
］は
、
経
典
の
自
己
言
及
に
つ
い
て
「
付
嘱
」（
経
典
の
保
持
と
流
布
を
委
嘱
）
の
場
面
を
例
示
し
て
い
る
。
大
乗
経
典

に
お
い
て
は
付
嘱
さ
れ
た
聴
衆
が
歓
喜
す
る
、
と
い
う
様
子
が
描
写
さ
れ
る
（
こ
こ
で
経
典
は
自
ら
を
話
題
に
出
す
、
つ
ま
り
自
己
言
及
を
し
て
い
る
）。
こ
の
描
写
が
、

経
典
読
者
が
次
に
と
る
べ
き
行
動
を
あ
ら
か
じ
め
作
中
に
書
き
込
み
、
そ
れ
を
要
請
し
て
い
る
作
為
と
す
る
（
二
八
頁
）。
こ
れ
も
、
経
典
が
自
己
言
及
性
に
よ
っ
て
読
者

（
経
典
所
持
者
）
を
登
場
人
物
と
し
て
作
中
世
界
に
取
り
込
ん
で
い
る
一
例
と
み
な
せ
る
。
な
お
、
こ
れ
に
先
行
し
てCole ［
二
〇
〇
五
］も
大
乗
経
典
の
自
己
言
及
性
に
注

目
し
て
い
る
が
、
同
論
は
そ
の
主
眼
を
、
新
興
の
大
乗
経
典
は
自
ら
正
統
性
を
示
し
そ
の
継
承
を
主
張
す
る
必
要
が
あ
っ
た
故
と
し
て
捉
え
て
い
る
（
一
四
―一
五
頁
）。

11 

代
表
例
と
し
て
は
平
田
篤
胤
『
出
定
笑
語
』
等
。

12 

岡
田［
二
〇
一
四
］で
は
、
法
師
品
か
ら
明
確
に
始
ま
る
自
己
言
及
技
法
が
「
久
遠
仏
」「
地
涌
菩
薩
」
の
創
出
に
つ
な
が
る
こ
と
は
一
応
示
唆
し
た
（「
こ
こ
で
の
『
法
華

経
』
の
目
的
は
…
…
「
久
遠
仏
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
説
か
れ
る
こ
と
で
決
定
的
と
な
り
、
裏
付
け
ら
れ
た
、
と
言
え
る
」
三
八
〇
―三
八
一
頁
、「
地
涌
の
菩
薩
の
挿
話

…
…
を
以
て
し
て
『
法
華
経
』
に
お
け
る
「
読
者
の
テ
ク
ス
ト
内
へ
の
参
画
」
の
試
み
は
完
遂
さ
れ
た
」
三
八
二
頁
）
も
の
の
、
十
分
な
検
討
は
未
だ
な
し
て
い
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
本
論
文
で
は
、
改
め
て
『
法
華
経
』
の
記
述
を
参
照
し
つ
つ
、
こ
れ
を
考
察
す
る
。

13 

こ
の
流
れ
は
日
蓮
の
『
法
華
経
』
観
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
末
木［
二
〇
一
〇
］は
『
守
護
国
家
論
』
の
「
法
華
経
釈
迦
牟
尼
仏
也
（
法
華
経
は
釈
迦
牟
尼
仏
な
り
）」

（
定
遺
一
二
三
頁
）
と
い
う
文
言
に
つ
い
て
「『
法
華
経
』
は
こ
の
永
遠
の
仏
と
我
々
を
つ
な
ぐ
掛
橋
で
あ
る
。
い
な
、
日
蓮
に
よ
れ
ば
、
掛
橋
と
い
う
よ
う
な
媒
介
者
的
な

も
の
に
留
ま
ら
ず
、
そ
れ
が
釈
迦
仏
自
体
な
の
で
あ
る
」（
一
二
二
頁
）
と
す
る
。

14 

こ
れ
は
多
く
の
先
学
が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
以
下
に
数
例
を
挙
げ
て
お
く
。

 

「
こ
の
所
説
は
、
前
の
法
師
品
に
お
い
て
「
こ
の
法
門
（
法
華
経
）
が
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
如
来
の
塔
廟
（tathāgata-caitya

）
を
建
て
る
べ
き
で
あ
る
が
、
か
な

ら
ず
し
も
中
に
舎
利
を
奉
安
す
る
に
及
ば
な
い
」（
取
意
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
を
受
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
」（
勝
呂［
一
九
九
三
］二
八
三
―二
八
四
頁
）

 

「
こ
こ
に
湧
出
し
た
大
宝
塔
は
、「
法
師
品
」
に
い
う
所
の
、
法
師
所
在
の
地
に
大
宝
塔
を
建
立
せ
よ
と
あ
っ
た
、
そ
の
大
宝
塔
を
リ
ア
ル
化
し
た
も
の
、
実
物
そ
の
も
の
と

見
て
間
違
い
は
な
い
の
で
あ
る
」（
刈
谷［
二
〇
〇
九
］二
九
二
頁
。
関
連
、
六
二
三
頁
。
た
だ
し
刈
谷
氏
の
論
で
は
仏
塔
信
仰
に
よ
り
強
く
着
眼
し
、
仏
を
出
現
さ
せ
る
装

置
と
し
て
は
経
巻
よ
り
も
む
し
ろ
仏
塔
に
重
き
を
置
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。）

 
“

In deed foreshadow
ing w

hat is about to happen, Chapter T
en, the Buddha tells the Bodhisattva Bhaisajyarāja, “

W
herever this sūtra is taught......

Because the T
athāgata is already in it”.” Lopes and Stone

［
二
〇
一
九
］一
三
八
頁
。

15 

「
如
来
の
全
身
が
有
る
と
い
ふ
こ
と
は
前
の
法
師
品
に
も
『
舎
利
を
埋
め
て
供
養
し
な
く
て
も
宜
し
い
、
こ
の
教
の
中
に
如
来
の
全
身
が
有
る
ぞ
』
と
い
ふ
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
」（
小
林［
一
九
三
六
］二
九
一
頁
）

16 

里
見［
一
九
二
五
］（
二
五
六
―）
二
五
七
頁
は
、
件
の
法
師
品
の
説
示
を
「
全
身
不
散
の
塔
」
と
称
し
て
こ
の
語
と
の
連
絡
を
は
か
っ
て
い
る
も
の
の
、
塔
中
の
経
巻
と
い
う

よ
り
塔
そ
の
も
の
を
仏
と
み
な
す
論
に
お
い
て
で
あ
り
、
前
掲
の
刈
谷
「
二
〇
〇
九
］同
様
、
拙
論
と
は
ず
れ
る
。『
法
華
経
』
解
釈
に
お
い
て
重
き
を
置
く
べ
き
は
仏
塔
信
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仰
か
経
巻
信
仰
か
何
れ
な
の
か
に
つ
い
て
は
、
精
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
（
本
論
は
後
者
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
が
）。

17 
な
お
見
宝
塔
品
が
寿
量
品
の
伏
線
と
称
さ
れ
る
の
は
古
来
の
説
の
通
り
で
あ
る
（「
證
前
起
後
（
前
を
證
し
後
を
起
す
）」『
法
華
文
句
』
大
正
三
四
、
一
一
三
中
一
六
等
）。

18 
「
皆
應
起
塔
。
此
經
是
法
身
生
處
（
皆
な
應
に
塔
を
起
つ
べ
し
。
此
の
經
は
是
れ
法
身
の
生
處
）」（
智
顗
『
法
華
文
句
』
大
正
三
四
、
一
一
〇
中
二
九
―下
一
）

19 

『
法
華
文
句
』
に
「
此
品
詮
量
…
…
正
在
報
身
（
此
の
品
の
詮
量
は
…
…
正
し
く
報
身
に
在
り
）」（
大
正
三
四
、
一
二
九
上
一
九
―二
〇
）「
文
云
、
我
智
力
如
是
。
久
修
業

所
得
、
慧
光
照
無
量
、
壽
命
無
數
劫
。
此
是
詮
量
報
身
如
來
智
慧
命
也
。（
文
に
云
く
、
我
が
智
力
是
の
如
し
。
久
し
く
業
を
修
し
て
得
る
所
な
り
、
慧
光
照
ら
す
こ
と
無

量
に
し
て
、
壽
命
無
數
劫
な
り
。
此
れ
は
是
れ
報
身
如
來
の
智
慧
の
命
を
詮
量
す
る
な
り
）」（
大
正
三
四
、
一
二
八
下
一
―三
）「
從
我
本
行
下
、
擧
因
況
果
、
以
明
常
住

…
…
經
云
、
久
修
業
所
得
、
壽
命
無
數
劫
（「
我
本
行
」
從
り
下
は
、
因
を
擧
げ
て
果
を
況
え
、
以
て
常
住
を
明
か
す
…
…
經
に
云
く
、
久
し
く
業
を
修
し
て
得
る
所
、
壽

命
無
數
劫
）」（
大
正
三
四
一
三
三
上
九
―一
三
）
等
。
ま
た
浅
井［
一
九
八
〇
］参
照
。

20 

「
し
か
し
「
法
身
は
諸
教
の
常
談
」
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、『
法
華
経
』
の
本
仏
が
単
な
る
法
身
仏
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
『
法
華
経
』
の
特
色
に
す
る
に

足
り
な
い
」（
勝
呂［
二
〇
一
一
］一
八
二
頁
）

21 

「
法
華
前
後
の
諸
大
乗
経
に
一
字
一
句
も
な
く
、
法
身
の
無
始
無
終
は
と
け
ど
も
応
身・

報
身
の
顕
本
は
と
か
れ
ず
」（
日
蓮
『
開
目
抄
』
定
遺
五
五
三
頁
）

22 

こ
の
法
師
品
と
神
力
品
と
の
対
応
は
日
蓮
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
第
一
に
本
尊
は
法
華
経
八
巻
…
…
本
尊
と
可
定
。
法
師
品
並
に
神
力
品
に
見
え
た
り
。」（『
唱
法

華
題
目
鈔
』
定
遺
二
〇
二
頁
）

23 

こ
の
よ
う
に
地
涌
菩
薩
を
「
読
者
が
主
体
的
に
受
け
止
め
、
担
う
べ
き
理
想
像
」
と
し
て
み
な
す
理
解
は
、
古
く
は
日
蓮
の
地
涌
自
覚
（
本
稿
第
四
節
参
照
）
以
降
、
特
に

注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
通
説
の
一
つ
と
し
て
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
感
も
あ
る
が
、
い
ま
だ
多
く
の
示
唆
と
発
見
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

 

　

な
お
、
地
涌
の
菩
薩
＝
読
者
と
い
う
構
図
か
ら
『
法
華
経
』
を
読
み
解
く
試
み
を
、
最
も
こ
な
れ
た
形
で
行
な
っ
て
い
る
例
と
し
て
中
村［
二
〇
〇
八
］が
あ
る
。

 

「
法
華
経
の
後
半
に
お
い
て
、
読
者
は
登
場
人
物
で
あ
る
「
地
涌
の
菩
薩
」
と
い
う
群
像
に
自
ら
を
重
ね
合
わ
せ
、
法
華
経
（
の
真
理
）
を
奉
じ
て
い
く
こ
と
を
人
生
の
一

大
事
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

　

…
…
地
涌
の
菩
薩
と
久
遠
の
お
釈
迦
様
と
は
ワ
ン
セ
ッ
ト
を
な
し
て
い
る
…
…
読
者
は
、
足
元
に
は
無
数
の
菩
薩
、
正
面
に
は
永
遠
の
ブ
ッ
ダ
と
、
二
つ
の
神
話
的
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
に
は
さ
ま
れ
て
、
や
が
て
、
菩
薩
と
し
て
の
自
覚
を
得
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 

　

…
…
法
華
経
は
「
我
を
信
じ
よ
、
我
を
受
け
入
れ
よ
」
と
読
者
に
迫
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
信
仰
を
担
う
主
体
の
神
話
的
形
象
が
、
地
涌
の
菩
薩
な
の
で
す
」（
七

一
、
八
二
、
一
二
二
頁
）

 

　

ま
た
『
法
華
経
』
地
涌
菩
薩
挿
話
の
戯
曲
的
趣
向
に
つ
い
て
論
じ
た
林［
一
九
七
九
］も
「
法
華
経
の
主
張
す
る
地
涌
菩
薩
は
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
単
な
る
菩
薩
神
で
は

な
く
人
間
が
自
己
自
身
に
体
現
す
る
菩
薩
行
人
の
菩
薩
で
あ
り
伝
道
菩
薩
で
あ
る
」（
八
五
頁
上
）「
法
華
経
は
…
…
〝
自
ら
地
涌
菩
薩
た
れ
〟
…
…
と
叫
ん
で
立
ち
上
が
っ

た
わ
け
で
あ
る
」（
八
五
頁
下
）
と
述
べ
て
い
る
。

24 

「
ア
ラ
ン・

コ
ー
ル
が
み
ご
と
に
論
じ
た
よ
う
に
、
初
期
大
乗
経
典
全
体
か
ら
浮
か
び
上
が
る
一
つ
の
重
要
な
メ
タ
フ
ァ
ー
は
「
仏
の
子
」
と
い
う
こ
と
ば
に
示
さ
れ
る
。
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離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
父
子
の
邂
逅
、
再
会
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
…
…
こ
こ
で
邂
逅
が
再
会
で
も
あ
る
点
は
重
要
で
あ
る
」（
下
田［
二
〇
一
三
ａ
］二
二
二
頁
）

25 
こ
れ
に
関
連
す
る
論
と
し
て
、
中
村［
二
〇
〇
八
］（
九
六
、
一
一
七
頁
）
は
、
迹
門
を
中
心
に
述
べ
ら
れ
る
仏
と
衆
生
を
父
子
に
た
と
え
る
記
述
が
「
地
な
ら
し
」（
一
一
七

頁
）
と
な
り
、
久
遠
仏
と
地
涌
菩
薩
の
物
語
と
し
て
「
反
復
」（
九
六
頁
）
さ
れ
て
い
る
と
の
解
釈
を
示
す
。
仏
と
衆
生
を
父
子
関
係
に
擬
す
る
初
期
大
乗
の
発
想
は
『
法

華
経
』
迹
門
（
声
聞
授
記
）
に
お
い
て
も
色
濃
く
見
ら
れ
（
ま
さ
にCole

［
二
〇
〇
五
］は
そ
れ
に
着
目
し
て
い
る
。
同
著
第
三
章
等
参
照
）、
そ
の
流
れ
か
ら
久
遠
仏・

地

涌
菩
薩
の
挿
話
が
創
出
さ
れ
て
い
る
、
と
言
え
よ
う
。

26 

岡
田［
二
〇
一
四
］三
八
一
頁

27 

岡
田［
二
〇
一
四
］三
八
五
頁
注
二
三

28 

「
作
品
テ
ク
ス
ト
内
に
参
入
し
て
き
た
読
者
た
ち
を
、
神
話
的
叙
述
に
よ
っ
て
物
語
化・

登
場
人
物
化
し
た
も
の
が
、「
地
涌
の
菩
薩
」
で
あ
る
」（
岡
田［
二
〇
一
四
］三
八

一
頁
）

29 

こ
の
後
、
話
題
は
本
尊
義
か
ら
真
言
宗
批
判
へ
移
行
す
る
。

30 

「
問
、
其
証
拠
如
何
。
答
、
普
賢
経
云
此
大
乗
経
典
諸
仏
宝
蔵
、
十
方
三
世
諸
仏
眼
目
。
出
生
三
世
諸
如
来
種
等
云
云
、
…
…
此
等
の
経
文
、
仏
は
所
生・

法
華
経
は
能
生
、

仏
は
身
也
、
法
華
経
は
神
也
。」（
定
遺
一
五
七
五
頁
）

31 

こ
の
「
如
来
全
身
」
が
宝
塔
品
を
経
由
し
て
寿
量
品
に
至
っ
て
「
久
遠
仏
」
へ
と
展
開
す
る
こ
と
は
、
前
節
で
述
べ
た
通
り
。

32 

『
本
尊
問
答
抄
』
は
法
師
品
の
み
を
引
く
が
、
は
じ
め
て
本
尊
に
つ
い
て
仔
細
に
言
及
し
た
御
遺
文
で
も
あ
る
初
期
の
『
唱
法
華
題
目
鈔
』
は
法
師・

神
力
の
両
品
に
言
及

し
て
い
る
。「
第
一
に
本
尊
は
法
華
経
八
巻・

一
巻
一
品・
或
は
題
目
を
書
て
本
尊
と
可
定
法
師
品
並
に
神
力
品
に
見
え
た
り
。」（
定
遺
二
〇
二
頁
）

33 

前
掲
の
『
唱
法
華
題
目
抄
』『
本
尊
問
答
抄
』
参
照
。

34 

「
妙
法
蓮
華
経
之
五
字
名
体
宗
用
教
五
重
玄
也
」（『
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』
定
遺
九
〇
二
頁
）「
此
念
仏
と
申
は
双
観
経・

観
経・

阿
弥
陀
経
の
題
名
な
り
。
権
大
乗
経
の
題

目
の
広
宣
流
布
す
る
は
、
実
大
乗
経
の
題
目
の
流
布
せ
ん
ず
る
序
に
あ
ら
ず
や
。」（『
撰
時
抄
』
定
遺
一
〇
四
七
―一
〇
四
八
頁
）
等
。

35 

「
日
蓮
の
「
上
行
自
覚
」
は
、
ま
さ
に
第
７
節
で
述
べ
た
よ
う
な
、「『
法
華
経
』
読
者
が
地
涌
の
菩
薩
へ
物
語
化
さ
れ
る
」
と
い
う
過
程
を
体
現
し
て
い
る
」（
岡
田［
二
〇

一
四
］三
八
二
頁
。
関
連
：
三
八
五
頁
注
二
四
参
照
）。

 

「
地
涌
の
菩
薩
を
自
分
に
（
自
分
た
ち
に
）
重
ね
合
わ
せ
て
捉
え
る
の
は
…
…
歴
史
的
に
こ
れ
を
強
力
に
や
っ
て
の
け
た
の
は
日
蓮
」（
中
村［
二
〇
〇
八
］一
二
二
頁
）

36 

「
日
蓮
上
行
菩
薩
に
は
あ
ら
ね
ど
も
」（『
新
尼
御
前
御
返
事
』
定
遺
八
六
八
頁
）

 

「
予
非
地
涌
一
分
（
予
、
地
涌
の
一
分
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
）」（『
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』
定
遺
九
一
〇
頁
）

 

「
経
に
は
上
行・

無
辺
行
等
こ
そ
出
で
て
ひ
ろ
め
さ
せ
給
べ
し
と
見
へ
て
候
へ
ど
も
、
い
ま
だ
見
へ
さ
せ
給
は
ず
。
日
蓮
は
其
人
に
は
候
は
ね
ど
も
…
…
」（『
本
尊
問
答
抄
』

定
遺
一
五
八
六
頁
）

37 

岡
田［
二
〇
一
四
］で
は
、
こ
の
決
定
的
な
問
題
に
立
ち
入
れ
な
か
っ
た
（「「
上
行
自
覚
」
に
関
し
て
は
残
さ
れ
た
文
献
の
解
釈
を
巡
っ
て
古
来
種
々
の
議
論
が
あ
り
、
子
細

83
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に
関
し
て
は
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
」
三
八
二
頁
）。

 
　

な
お
上
行
自
覚
を
め
ぐ
る
議
論
と
し
て
は
、
近
年
で
は
間
宮［
二
〇
〇
八
］を
皮
切
り
と
し
て
間
宮
啓
壬・

山
上
弘
道
両
氏
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
論
争
が
記
憶
に
新
し
い

（
そ
の
論
争
の
概
要
に
つ
い
て
は
間
宮［
二
〇
一
九
］参
照
の
こ
と
）。

38 

「
過
去
不
軽
品
、
今
勧
持
品
。
今
勧
持
品
、
過
去
不
軽
品
也
。
今
勧
持
品
、
未
来
可
為
不
軽
品
。
其
時
日
蓮
即
可
為
不
軽
菩
薩
。（
過
去
の
不
軽
品
は
、
今
の
勧
持
品
。
今
の

勧
持
品
は
、
過
去
の
不
軽
品
な
り
。
今
の
勧
持
品
は
、
未
来
の
不
軽
品
た
る
べ
し
。
其
の
時
日
蓮
は
即
ち
不
軽
菩
薩
た
る
べ
し
。）」（『
寺
泊
御
書
』
定
遺
五
一
五
頁
）、「
而

に
法
華
経
の
第
五
の
巻
勧
持
品
の
二
十
行
の
偈
は
、
日
蓮
だ
に
も
此
国
に
生
ず
は
、
ほ
と
を
ど
世
尊
は
大
妄
語
の
人
、
八
十
万
億
那
由
佗
の
菩
薩
は
提
婆
が
虚
誑
罪
に
も
堕

ぬ
べ
し
。」（『
開
目
抄
』
定
遺
五
五
九
頁
）、
等
。

39 

「
我
等
於
如
來
滅
後
、
周
旋
往
返
十
方
世
界
…
…
唯
願
世
尊
、
在
於
他
方
遙
見
守
護
（
我
等
如
来
の
滅
後
に
於
い
て
、
十
方
世
界
に
周
旋
往
返
し
て
…
…
唯
願
わ
く
ば
世
尊
、

他
方
に
在
す
と
も
遙
か
に
守
護
せ
ら
れ
よ
）」（
大
正
九
、
三
六
中
一
五
―一
九
）

40 

「
爾
時
常
不
輕
菩
薩
豈
異
人
乎
。
則
我
身
是
。（
爾
の
時
の
常
不
軽
菩
薩
は
豈
に
異
人
な
ら
ん
や
、
則
ち
我
が
身
是
れ
な
り
）」（
大
正
九
、
五
一
上
二
一
―二
二
）

41 

故
に
「
い
か
な
れ
ば
不
軽
の
因
を
行
じ
て
日
蓮
一
人
釈
迦
仏
と
な
ら
ざ
る
べ
き
」（『
佐
渡
御
書
』
定
遺
六
一
七
頁
）
と
い
っ
た
表
現
も
可
能
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

42 

「
天
台
伝
教
宣
之
、
本
門
本
尊
与
四
菩
薩
戒
壇
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
、
残
之
（
天
台・

伝
教
は
之
れ
を
宣
べ
て
、
本
門
の
本
尊
と
四
菩
薩
と
戒
壇
と
南
無
妙
法
蓮
華
経
の

五
字
、
之
れ
を
残
し
た
も
う
）」（『
法
華
行
者
値
難
事
』
定
遺
七
九
八
頁
、
傍
線
部
筆
者
）

43 

世
親
『
法
華
論
』
も
迹
門
の
解
釈
が
中
心
で
あ
る
。
ま
た
光
沢
時
法
雲
『
法
華
義
記
』
も
迹
門
所
説
の
開
会
思
想
を
「
万
善
同
帰
」
と
称
し
（
大
正
三
三
、
六
四
〇
上
六
―

七
等
）『
法
華
経
』
の
特
質
と
し
て
高
く
評
価
し
た
一
方
、
本
門
に
つ
い
て
は
、
そ
の
仏
身
常
住
論
は
『
首
楞
厳
三
昧
経
』
と
大
差
な
く
『
涅
槃
経
』
に
劣
る
（
大
正
三
三
、

五
七
三
下
二
六
―五
七
四
上
五
等
）
と
し
て
低
い
評
価
を
下
し
て
い
る
。

44 

「
予
非
地
涌
一
分
、
兼
知
此
事
。
故
前
立
地
涌
之
大
士
（
予
地
涌
の
一
分
に
非
ど
も
、
兼
ね
て
こ
の
事
を
知
る
。
故
に
地
涌
の
大
士
に
前
立
ち
て
）」（『
曽
谷
入
道
殿
許
御

書
』
定
遺
九
一
〇
）

 

「
経
に
は
上
行・

無
辺
行
等
こ
そ
出
で
て
ひ
ろ
め
さ
せ
給
べ
し
と
見
へ
て
候
へ
ど
も
、
い
ま
だ
見
へ
さ
せ
給
は
ず
。
日
蓮
は
其
人
に
は
候
は
ね
ど
も
ほ
ぼ
こ
こ
ろ
え
て
候
へ

ば
、
地
涌
の
菩
薩
の
出
さ
せ
給
ま
で
の
口
ず
さ
み
に
、
あ
ら
あ
ら
申
て
況
滅
度
後
の
ほ
こ
さ
き
に
当
候
也
。」（『
本
尊
問
答
抄
』
定
遺
一
五
八
六
頁
）

45 

晩
年
の
作
で
あ
る
『
本
尊
問
答
抄
』
中
の
、
前
掲
の
一
文
「
経
に
は
上
行・
無
辺
行
等
こ
そ
出
で
て
ひ
ろ
め
さ
せ
給
べ
し
と
見
へ
て
候
へ
ど
も
、
い
ま
だ
見
へ
さ
せ
給
は

ず
。
日
蓮
は
其
人
に
は
候
は
ね
ど
も
ほ
ぼ
こ
こ
ろ
え
て
候
へ
ば
、
地
涌
の
菩
薩
の
出
さ
せ
給
ま
で
の
口
ず
さ
み
に
、
あ
ら
あ
ら
申
て
況
滅
度
後
の
ほ
こ
さ
き
に
当
候
也
。」

（
傍
線
筆
者
）
な
ど
は
、「
救
世
主
を
待
望
し
、
そ
の
代
理
を
し
つ
つ
待
っ
て
い
た
ら
、
と
う
と
う
そ
の
出
現
の
時
期
に
合
致
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
、
衝
突
す
る

未
来
志
向
と
現
在
志
向
と
が
、
は
か
ら
ず
も
合
致
し
た
（
会
通
さ
れ
た
）
感
が
あ
る
。
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